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遺伝資源の産業利用の
ためのＮＩＴＥの役割

安藤 勝彦
（独）製品評価技術基盤機構 (NITE)

バイオテクノロジー本部 (DOB)

２０１０年１月２６日京王プラザホテル

ＡＢＳのＡＢＣーよく解る、生物多様性条約ー

Organization for improving and 
maintaining the technological base for 

developing the economy and society and 
improving the quality of life

化学物質管理分野 適合性認定分野

生活安全分野バイオテクノロジー分野
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http://www.bio.nite.go.jp/e/

アクセスマップアクセスマップ

生物多様性条約の下での
NITEのアジア微生物探索
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生物資源利用停滞に伴う影響

（先進国）

① 生物資源を用いた科学研究の停滞

② 商業化が進まず

（途上国）

③ 利益配分が受けられない

④ 生物資源の保全が進まず

政府関係
機関

研究機関

ＮＩＴＥ

利益配分

生物遺伝資源

ＰＡ
（共同研究契約）

海外遺伝資源へのアクセスと
利益配分スキーム

MOU
（包括的覚書）

日本 海外資源国

バイオテク
ノロジー本部
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生物多様性条約
第15条 生物資源の取得の機会

７．締約国は、遺伝資源の研究及び開発の成果
並びに商業的利用その他の利用から生ずる
利益を当該遺伝資源の提供国である締約国
と公正かつ衡平に配分するため‥‥。その
配分は、相互に合意する条件で行なう。

金銭的利益配分と非金銭的利益配分

利益配分の考え方

1. 金銭的利益配分

　 ＊アクセス料金、又は収集やその他の方法で取得し　

　　　た生物資源毎の料金

＊マイルストーン支払金（特許取得時）

＊ロイヤリティー支払金　等

２．非金銭的利益配分

＊研究成果の共有

＊教育訓練における共同、協力及び貢献

＊制度的な能力開発（研修）

＊技術移転　　等
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インドネシア、ベトナム、ミャンマー、モンゴルで分離・
選択し、ＮＩＴＥに移動した微生物数

菌類 放線菌 細菌 合計

インドネシア 3,221 3,700 0 6,921

ベトナム 1,976 2,076 0 4,052

ミャンマー 2,209 1,133 0 3,342

モンゴル 1,360 1,068 773 3,201

合計 8,766 7,977 773 17,516

(2009年3月現在）

日本企業への微生物提供

現地での
採集・分離 菌株

１７５１６株

NITE

日本企業

NITE
研究者

提供国
研究者

資源提供国 日本

利益
配分
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共同研究プロジェクトによるＮＩＴＥと資源提供国との
二国間の協力スキーム

遺伝資源国 日本

産業界等
（応用研究）

研究機関
（研究用）

微生物資源
の大量提供

(MTA-2)

微生物資源
の提供
(MTA-1)

政府機関

NITE

　　　技術移転・人材育成
　　　　・収集（共同探索）
　　　　・分離、同定
　　　　・保存 等
　　　遺伝資源の移転

プロジェクト合意書(PA)　

包括的覚書 (MOU)　

共同研究先

日本企業への海外微生物の提供

現地での
採集・分離

日本企業

NITE
研究者

提供国
研究者

日本企業
研究者

生物資源提供国 日　本

2005年ベトナム（２社）
2006年ベトナム（２社）
2007年ベトナム（１社）

　　　　　モンゴル（２社）
2008年モンゴル（１社）
2009年モンゴル（１社）

　　　　　ベトナム（１社）

菌株

NITE

利益
配分
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海外微生物株の年度別日本企業への提供数

※17年度以降の海外株については、企業との合同探索による提供株を含む

国名 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 合計

海外株
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 1,940 5,570 5,897 6,726 10,145 30,278 

インドネシア 1,940 2,856 1,889 1,889 2,050 10,624 

ベトナム 0 547 2,330 2,629 4,336 9,842 

ミャンマー 0 2,167 1,678 1,667 1,814 7,326 

モンゴル 0 0 0 541 1,945 2,486 

共同研究先からの評価
質問項目 インドネシア ベトナム モンゴル

１．共同研究の内容が貴機関にとっ
て利益のあるものであるか 大いに利益がある 大いに利益がある 大いに利益がある

２．共同研究の実施によって上部機
関からの評価に変化があったかどう
か

大いに評価が上がった 大いに評価が上がった 大いに評価が上がった

３．技術移転、能力構築の内容及び
規模に満足しているか 大いに満足している 大いに満足している 大いに満足している

４．技術移転、能力構築が自国の研
究員の能力向上に役立っているか 大いに役立っている 大いに役立っている 大いに役立っている

５．分離された微生物が所属機関の
研究に役立っているか

大いに役立っている 大いに役立っている 大いに役立っている

６．日本の企業研究者が共同研究に
加わることについてどう思うか

参加を歓迎する 参加を歓迎する 参加を歓迎する

７．企業に微生物を提供することによ
る金銭的な利益配分に満足している
か

満足している 大いに満足している 満足している

要望：１）今後は微生物の応用研究に関する技術移転をして欲しい。２）ＮＩＴＥでの共同研究期間をもう少し長くして
欲しい。３）企業側が技術などを提供してくれるのであればさらに有益である。



8

日本企業からの評価

NITEが海外資源確
保を推進すること
について
　
　
　
　
　

NITEの海外資源開発の
意義

NITEを通じて海外の菌株を利用することができ助かっている。

いろんな地域の微生物の評価ができることは大変ありがたい。

ごく短期間のうちに海外資源へのアクセスが可能であり、実際に菌株を日
本へ移転できることが魅力的である。

公的な機関がアクセスの支援をしているほうが、内部の説得材料になる。

民間企業での実施の限
界

民間企業が単独で実施することは不可能に等しいため、NITEの下に海外
資源確保を推進することは非常にありがたい。

企業が単独で実施すると、NGOからの攻撃のリスクが懸念されるため、政
府機関での実施ということで、その面の心配が少なくなる。

今後の活動への要望

アジアを中心に異なる環境での微生物探索を希望する。

資源を探索した国で事業化を行うのが原則である。そのため、アジア地域
でも、できるだけ多くの国にアクセス可能にして欲しい。

これだけの国にアクセスできれば十分。集めた菌株が塩漬けになることの
方が問題。

微生物だけでなく、植物についてもアクセスの支援をして欲しい。

政府関係
機関

研究機関

研究所
大学
企業

バイオテク
ノロジー本部

ＮＩＴＥ

利益配分
（技術移転・能力構築）研究所

大学
企業

生物遺伝資源

ＰＡ
（共同研究契約）

海外遺伝資源へのアクセスと
利益配分スキーム

MOU
（包括的覚書）

海外資源国日本

生物の多様性の保全

その構成要素の
持続可能な利用

遺伝資源の利用から生ずる利益の
公正かつ衡平な分配
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海外微生物探索事業の展開について

NITE-DOB

　　企業　　

H15-17：第1次P
H18-20：第2次P
H21～：BRC支援

インドネシア

共同研究契約

H17-18：第1次P
現在中断

大量提供

　　　　　　　　 菌株の流れ

タイ

マレーシア

カンボジア

ラオス

中国

ベトナム

H18-20: 第１次Ｐ
H21-23:c第２次Ｐ

モンゴル

ミャンマー

フィリピン

韓国

Ｈ１６：ＭＯＵ締結、Ｐ
Ａ締結
Ｈ１７～19：第１次Ｐ
H20～23:第2次Ｐ

＊微生物の交換
＊機能解析
＊人材育成

Ｈ１７：ＭＯＵ締結
＊微生物の交換

二国間協力の推進
（微生物の採集・分離・培養・
同定・解析・保存・情報管理・
相手国の人材育成・国内企業
等への大量提供等）

海外での共同収集を含む

企業研究者との現地共同探索

ブルネイ

H17-18：第１次P
H19-21：第2次P

企業研究者との現地共同探索

H20: MOU締結
H21-25: 第１次Ｐ

現地共同探索

国内最大規模の微生物資源の提供を行っているＮＢＲＣの概略

遺伝資源保存課

産業有用微生物の収集・保存

研究者からの寄託
他機関との交換(Exchange)

自ら分離

生物遺伝資源機関

　【国内】 【アジア諸国】

　　公的研究機関、大学等

【先進国】

　 　 米国、ベルギー、
　　
　　 オランダ、ドイツ、
　
　　 英国 等

連携

平成21年3月末現在

提
供

多様な収集源

保存生物資源の種類とそれらの保存数

糸状菌

細菌

酵母

放線菌

微細藻類

アーキア
ファージ

公的試験指定株：
◇法令・JIS規格などに指定された

株
◇企業等で品質管理に利用される

株

分類学的基準株：
◇比較検証等に用いられる系統分

類上の基準株

研究・産業利用・その他：
◇研究や製品開発・生産等に利用

微生物
■ 糸状菌 9,637  (41%)
■ 細菌 6,824  (30%)
■ 酵母 3,922  (17%)
■ 放線菌 2,200    (9%)
■ 微細藻類 520    (2%)
■ アーキア 190 (0.5%)
■ バクテリオファージ 72 (0.3%)
　　　小計 23,365
微生物クローン 56,327
ヒト関連クローン
■ FL cDNA clones 30,300
■ SV cDNA clones  25,099
■ Gateway Entryclones  33,275
　　　　　　小計 88,674

合計 168,366


